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島根県におけるリュウキュウヨシゴイの初記録

脇坂英弥

京都エ芸繊維大学繊維学部応用生物学科．〒606-8585京都市左京区松ケ崎橋上町

リュウキュウヨシゴイな06ぴc〃"Ｓｃ加"α碗o加“は琉球列島，台湾，中国南東部，フィリ

ピン，インドなどにかけて分布し，日本ではおもに奄美大島以南で繁殖する留鳥である（高

野1981)．本州でも埼玉県，和歌山県での観察例があるが（大西私信)，学術論文として公

表されていないことから，日本鳥学会（2000）には分布の記載がされていない．筆者は1999

年１０月30日，島根県平田市の斐伊川河口（35.26'Ｎ，132.52,E，標高０ｍ）の河川敷において

鳥類標識調査を行なっている際に，リュウキュウヨシゴイを捕獲したので報告する．

調査地は宍道湖の西岸に接する斐伊川河口部から約50ｍ上流の左岸に位置する.この付近一

帯は出雲平野の東端にあたり，周囲には人家も少なく，水田とその中を流れる斐伊川，宍道

湖の水面だけの開放的な環境が広がる．両岸の河川敷には最大幅約100ｍのヨシ原が広がり，

乾燥化したところにはススキ，セイタカアワダチソウ，タチヤナギなどの群落がモザイク状

に形成されている（建設省中国地方建設局出雲工事事務所1997)．調査地のヨシ原内の水深

は0.1～0.3ｍであった.捕獲には36mmメッシュのカスミ網をもちい，直線状に長さ50ｍ，高さ

0.3～2.0ｍの範囲に設置した．リュウキュウヨシゴイが捕獲されたのは午前６時30分,本流か

ら約100ｍ離れたヨシ群落の辺縁部であった．

本個体は初列風切,次列風切,三列風切および尾羽は一様な赤褐色であり（図１）,清棲(1978）

と山階（1941）が示すリュウキュウヨシゴイの特徴と一致していた．ヨシゴイ１ｓ/"”Zsjs，

オオヨシゴイＬＥ２"わ,的”婚とも風切は黒色であるため(清棲1978)，本個体はこの２種で

ないことは明らかである．また，本個体の虹彩は淡黄色だが後方は黒色で瞳孔とつながって

瓢箪のように見えた．よって虹彩が全て同色で瞳孔が黒く独立して見えるヨシゴイ，サンカ

ノゴイＢＯ〃Iｨ拘鱈ｓ/cﾉﾙz応，ミゾゴイＣＯ芯αcﾙi"ｓｇＤｊＳｎｇｊ，ズグロミゾゴイＧ・〃"ん"o/ｂ・

伽紹,ゴイサギＭ,αたomxlZyC姓o1tzx,ｻｻゴｲ＆《lWamIｾＳＳｉ池jIfS(桐原ほか2000)では

ないと判断できる．よって本個体をリュウキュウヨシゴイと同定した．

本個体は頭部から首の上面にかけて赤褐色で，背，小雨覆，中雨覆，大雨覆の羽縁には黄

白色の斑が散在し，下面は黄白色で，喉から脇，腹には数本の茶褐色の縦斑が見られた．よ

って上面が一様の赤褐色で，喉から腹部にかけて中央に１本の褐色の縦斑がある雄成鳥（高

野1981)ではないと判断される．しかし羽色は全体的に雌成鳥に比べ淡色で(茂田良光氏私

信)，幼鳥の体上面の各羽には淡黄土色の斑点のような羽縁があるという清棲（1978）の記述

が，背，小雨覆，中雨覆，大雨覆のところどころに羽縁に黄白色の斑のある羽が見られた本
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図１．斐伊川で抽雌されたリュウキュウヨシゴイ（撮影：野津登美子氏）

Fig.１．CinllamonBitternlxobl･ychuscinnamomeuswascapturedatHiikawaRiver．（Ｐｈｏｔｏｂｖ
Ｔ,Notsu.）

個体の特徴と一致するので，水仙体を幼,烏であると判断した．性別は不明だった．

測定価は''1然塊長130.0,1m，露出11荷|味長44.6m1,,11荷高10.5mm，崎|傭8.3mm，ふしよ長48,2i'１m，

体重1059で，浦楼(1978)の述べる本祁の体重130～1489に比べるとやや痩せているように感

じられた．

今後、特に九州以北における観察や標識調査により，本種の分布や渡り経路に関する新た

な知見が得られることを期待する．
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